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東亜天文協會，天文同好會

．急 告

　偉才故中村要君の死を悼み，其の才と業とを追憶するため，本誌L天界「

の來る十二月號を特に中村氏記念號としたい希望であります・全判の會

員，ならびに讃者各位より，中村君を中心としたあらゆる文の原稿を，本

會編輯部に逸られんことを望みます．寄稿規定は

　原稿〆切りは昭和七年十一月五日です．大急ぎに願ひます・中村氏

自筆の手紙や，叉，氏の爲眞等も是非希望します．

　ヌ．，趾の企てには，全國から熱心なる賛成と協力と同情とが集まること

と信じますについて，本誌は破天荒の特別編輯とし，願ふらくは，200頁

ぐらみの大冊としたいのです．このため，多額の印刷費を要します．此の

故を以って，一般の三野や讃者各位から，必要なる資金の寄附を御願ひし

たV・　E思ひます．どうぞ，遊きし故人の偉業と，天稟と，叉，學者らしい

其の人格と恩義と友情とを偲びつS，奮って御選金あらんことを願ひます．

　　　　　（本會へ御陰金のための振替口座は大阪56765番）
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東亜天文協會規則（昭和7年10月ユ5日吹正）

第一條此ノ會ヲ東亜天文協會F云フ　但シ當分ノ内ノ・醤名天文同好會ノ名ヲ使

　用スルモ妨ゲバ無イ

第二條此ノ下限天盛學ノ研究登逮及ビ其ノ了解ヲ進メ兼ネテ客員相互ノ親睦ヲ

　壇’スノが目的デ’アル

第三條本部ヲ京都帝國大學花山天文塁内二置ク爆撃員密集ノ地ニノ、支部ヲ置キ

　別二三メテアル支部規約二準捺スル

第四條此ノ會ノ、其ノ目的ヲ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ

　一・講演（例會毎月一回，総平年一回目其他臨時會）

　二．講習（各地デ臨時＝開ク）

　三・雑誌気書ノ幽版（離誌ハ毎月會員二無代配布，圖書ノ・随時）

　四・研究見學及ビ割地槻測（本會二割測部ヲ置キ別記ノ規約晶依ル）

　五．天暦垂ノ経螢（耳蝉ニハ特櫨ガアル）

第五門門ノ會ノ目的＝賛スルモノハ誰デモ入會が幽來ル（申込ノ際ハ住所職業

　生年ヲ記入セラレタイ．）會費ノ・毎暦年度昌ツキ前納金参圓bスル・但シ中途λ

　會ノ揚合ノ・月参拾鎮ノ割デ年末マデ前納ノ事・うζ，退會ノ場合ハ其旨申出ル事

第六條　本玉ノ経螢ヲ支持スル趣意デ毎年金山拾圓以上ヲ酸禺スル者ヲ維持會員

　トスル

第七條　一時金萱百韻以上ヲ寄附スル三田ビ総會＝於テ特昌桜鱒セラレ酒樽ヲ名

　轡會員トスル

第八條　此ノ會ノ役員ハ次ノ通り

　會長　一名　副門閥　一名　會計監督　一名　幹事　ご名　會計　一名

　會長ト副曾長ト會計監督トハ総會デ年高セラレルモノデ任期ハニケ年　幹事ト

　會計トハ會長ノ指名デ任期一ケ年

第九條此ノ會二評議員若干名ヲ置キ役員ノ相談相手トナル

天界第百三十九民商壱衆‡封量‡章章撰響定特金参拾蒙税金萱鐘

編輯豊門行者　康都帝工大学内（振替貯金口座大阪56765）東亜天女協會（代表者山本一清）

印　刷　所京都市中京囲柳馬場三條南入　　　　株式會肚似玉堂（電閃426．427．4501）
即　刷　者　京都市中京匝柳馬場三條細入　　　　　　　　　　　煽　井　松　之　助
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　　　星太陽爾用ゲイアゴナル

（C。mbined　S醗雛魂S轍Dieng。鵬1）
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　　　　星用夢イアばナ聾
　　　　　　（Star　Diagor，aa）
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「＿一．、ニニニ工能＿

　　　　　（嬉　　月P （呈　　tag　／／

　塁太陽繭網元遭アゴ碧レ　本器ぱ普通の星用及び太陽用ダイアゴナルの双方を兼2（る

tsので魯々の船用は全く輩濁のそれらのダイアゴナルに異ならず即ち最用とTS’Pt　lS’i　th

プリズムの斜面に於て光は全反射してアイビーXlq至　／」　rewaを90度のヵ磯から享親灘轟

雍る．又太陽用とすれば太陽光線ぼ直角プyズムの斜颪で90度の方Pt…tU僅に5パーセン

1・の轟量のみが反射してアイU“　一一スに達し櫨ばプiJズムの中を蓮過して欄方の窓よtj逸

轟ナるが故に太門を長時間連練捌測するも熱の爲にサンゲラスの破損するeとなく甚だ

安全であって熱心な大陽観測家は是非億へられんことをおすtsめする・艇しこの揚含に

サングラスは淡色、のものを使用するがよい・使用の輻換法は輩「こ差込筒の位既を交換す

ればよい．アイピース差込筒内径は24・5粍であって焦点距離25粍践下のアイピースが使
用轟來る．（1’atent　N。・13；｝（）64｝

　　　　　　　　　　慰纒2謬圃　　　　　　　　逡再？⑪fe
　星爾蘂イ7ゴ愛ル　構造iSt一・・般の星用ダイアゴナルと全く同一であるが上の爾用型と

共に十労なる品質と外薩晶に比し破格の廉債を以て観測家の御期待に副ふものである・

定憤5圓の亀のはプリズムが小型であるため焦点距離18粍以下のアイピースに照ふるに

遽し定偵15圓のものぽ焦点距離25粍以下のものが使用轟廉る。

継馬晶　　建償
高級晶　　驚玉

東京市世田谷匹三軒茶屋町一一一四三番地

電暑舌世田釜屋05〔｝　叡琵感温京’13255
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